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4．卒業論文･ 制作（2単位）は、通常の授業科目では深く研究することが困難な研究課題で、経法商学部教育の一環と

して位置づけるのが適切な課題について、自主的な研究活動を行うことを可能にすることを目的としています。研究方法に

は、通常の文献研究によるものだけではなく、フィールドワークによるものも含まれます。

・パソコンによるプレゼンテーションか他のメディアによるものでも良い。文字による場合は 8000 字以上

・提出期限：後期期末試験最終日

● コース専門科目（28 単位以上）
1．2 年次から 3 年次の間に履修することが望ましい科目群です。28 単位以上取得しなければなりません。

2．所属するコースによって、科目群が異なります。自分の希望する進路などからコースを選択し、コースで示されている履修モ

デルや演習担当教員の意見を参考にして選択してください。

● 自由選択科目
自由に選択できる科目です。自分が希望する進路からコースを選択し、コースで示されている履修モデルや演習

担当教員の意見を参考にして選択してください。 

３．他学科科目
卒業単位として、他学科専門科目の履修は 10 単位まで認められます。

経法商学科のコース制：体系的 ･ 効果的な学修のために

経法商学科では、学生のみなさんが自分の関心や将来希望している進路に応じて効果的に学修できるように、3 つ

のコース（法律行政コース、経済経営コース、地域社会コース）を設けています。どのコースを選択するかによって、卒業要件

（必修科目、選択必修科目、演習等）が異なりますので慎重に選択しましょう。

1 年次に法律、経済、経営の分野を横断的に学びます。コースの選択は 1 年次後期に行い、2 年次前期からコース別の学

修内容となります。

３つのコース

●法律行政コース
「法律行政コース」では、法を社会のシステムの一つとして認識しつつ、法の根本に関する理解、法の機能、利害

調整の法的仕組み、法の解釈のあり方等について幅広く学びます。加えて、これらが実践される場である行政におけ    

る法制度と運営の仕組みに関する理論と実際を学びます。法理論に基づいた問題発見能力、問題解決能力を養うこと    

で、地域に貢献する人材を養成します。

●経済経営コース
「経済経営コース」では、経済 ･ 経営システムの現状を学び、諸問題を掘り出し、その解決策を講ずる実践的学習

を行っていきます。ICT の発展やアジアの中枢として注目される「今後の可能性」において、新たな産業 ･ 経済のあり

方、企業力の向上などを研究 ･ 学習し、自らプレゼンテーションできるプロの人材を養成します。

●地域社会コース
「地域社会コース」では、法律 ･ 経済 ･ 経営の基礎を身につけつつ、より地域社会に比重をおき、沖縄の歴史や文化、

経済、社会、政治に関する基本的な知識を学び、幅広い社会教養を育みます。地域社会を多角的  ･  総合的に分析し、また、国際的視野

をもって、地域の課題や問題解決に自ら取り組む人材を育成します。

1. 基礎演習 Ⅰ（2 単位）･Ⅱ（2 単位）は必修です。2 年次の前期･ 後期に必ず履修してください。

2. 専門演習 a（2 単位）･b（2 単位）は必修です。3 年次の前期･ 後期に必ず履修してください。

3. 専門演習 c（2 単位）･d（2 単位）は必修です。4 年次の前期･ 後期に必ず履修してください。

●法律行政コース

　本コースでは、法学の基本となる民法を中心に、幅広く法学の科目を配置しています。目指す職業にあわせて、 
基礎から応用まで、じっくりと学び、法律の知識を身につけることができます。また、法律科目と並んで、行政
学などの科目もあり、自治体などの行政がどのように政策を進めているのかを学ぶことができます。法律と行政
という２つの面から、将来、地域を支える人間となるためには何が必要なのか、考え、学ぶことができます。

【卒業後、予想される進路】
法科大学院への進学、法律事務所、司法書士、行政書士、公務員（裁判所、県庁、市町村役場、警察官、消防士、 
海上保安庁など）、民間企業（銀行・証券・保険業、不動産業、情報・通信産業など）、地方議会議員、中学校・
高等学校教員（社会、地理歴史、公民）

【法律行政コース履修モデル】
科目区分 第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

共　
通　
科　
目

沖縄関連 (2)
総合
人間・社会
自然・環境
健康関連

言
語
関
連

必修 (4) 日本語のシステムⅠ
日本語ライティングⅠ

選択必修① (2)
BasicEnglish Ⅰ
OralEnglish Ⅰ
ベーシック中国語Ⅰ
オーラル中国語Ⅰ

選択必修② (2)

日本語ライティングⅡ
BasicEnglish Ⅱ
OralEnglish Ⅱ
ベーシック中国語Ⅱ
オーラル中国語Ⅱ

情報処理関連 (2) 情報リテラシーⅠ

キャリア形成・資格対策 (2) キャリアデザイン入門
問題発見演習Ⅰ・Ⅱ (4) 問題発見演習Ⅰ・Ⅱ

専　
門　
科　
目

基幹科目 (16)

法学概論
憲法・人権論
経済学入門Ⅰ・Ⅱ
経営学入門Ⅰ・Ⅱ
学問と社会
民法入門
民法総則

沖縄経済・企業論入門
社会科学のための数学入門
初級簿記Ⅰ
初級簿記Ⅱ

演習 (12) 基礎演習Ⅰ・Ⅱ 専門演習 a・b 専門演習 c・d
卒業論文・制作＊

コース専門科目（28）

憲法・統治機構論（２年）
物権法（２年）
行政学（2 年）
公共政策論（2 年）
地方自治論（2 年）
債権各論（２年）
行政法Ⅰ・Ⅱ（２年）
刑法総論Ⅰ・Ⅱ（２年）
刑法各論Ⅰ・Ⅱ（２年）
労働関係法Ⅰ・Ⅱ（2 年）
家族法（2 年）
犯罪と非行Ⅰ・Ⅱ（２年）
社会保障法Ⅰ・Ⅱ（2 年）
国際関係法Ⅰ・Ⅱ（2 年）
紛争解決制度論Ⅰ・Ⅱ（２年）
ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｴｼｯｸｽⅠ・Ⅱ（２年）

地方自治法（３年）
債権総論（３年）
担保物権法（３年）
会社法Ⅰ・Ⅱ（３年）
租税法（３年）
商取引法Ⅰ・Ⅱ（３年）
刑事訴訟法Ⅰ・Ⅱ（3 年）
民事訴訟法Ⅰ・Ⅱ（3 年）
知的財産法（3 年）

自由選択科目

（注）「科目区分」の括弧内の各数字は、卒業要件となる単位数を意味している。
＊卒業論文・制作は選択。
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●経済経営コース

　本コースでは、経済学・経営学・会計学などの科目を配置し、総合的に学べるように工夫しています。また、
学生の興味関心に応じて経済学を中心に学ぶことも、経営学を中心に勉強することもできます。さらに、簿記・
会計分野や情報分野も幅広く学習することもできます。4 年次には卒業研究を通して、4 年間の学習の成果をま
とめます。

【卒業後、予想される進路】
 民間企業（流通・サービス業、銀行・証券・保険業、不動産業、情報・通信業、一般製造業、経営コンサルタントなど）、 
会計事務所（公認会計士、税理士）、起業・自営業、中学校・高等学校教員（社会、地理歴史、公民）、公務員（国
税専門官、県庁、市町村役場、警察官、消防士、海上保安庁など）

【経済経営コース履修モデル】
（共通科目）

科目区分 第 1 年次 第 2 年次 第 3 年次 第 4 年次 
沖縄関連 (2)
総合
人間・社会
自然・環境
健康関連

言
語
関
連

必修 (4) 日本語のシステムⅠ
日本語ライティングⅠ

選択必修① (2)
Basic English Ⅰ
Oral English Ⅰ
ベーシック中国語Ⅰ
オーラル中国語Ⅰ

選択必修② (2)

日本語ライティングⅡ
Basic English Ⅱ
Oral English Ⅱ
ベーシック中国語Ⅱ
オーラル中国語Ⅱ

情報処理関連 (2) 情報リテラシーⅠ

キャリア形成・資格対策 (2) キャリアデザイン入門
問題発見演習Ⅰ・Ⅱ (4) 問題発見演習Ⅰ・Ⅱ

〔①経済学を中心に学びたい人向け〕
2年次前期 2年次後期 3年次前期 3年次後期 4年次

共通科目 統計学 統計解析入門
基幹科目(16) 社会科学のための数学入門　等

演　　習(14) 基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ 専門演習 a 専門演習 b 専門演習 c・d
卒業論文・制作＊

コース専門科目
（28）

経済学Ⅰ
ミクロ経済学
マクロ経済学
国際経済学Ⅰ
ファイナンシャルプランニング
経済英語
財政学

経済学Ⅱ
公共経済学
金融論
国際経済学Ⅱ
外書講読

ファイナンス
経済政策Ⅰ
経済統計学

経済政策Ⅱ
計量経済学
労働経済学
中小企業論

自由選択科目
（注）履修モデルの括弧内の数字は、各科目区分の卒業要件となる単位数を意味している。
＊卒業論文・制作は選択。
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〔②経営学を中心に学びたい人向け〕
2年次前期 ２年次後期 3年次前期 3年次後期 4年次

共通科目

基幹科目(16) 社会科学のための数学入門
初級簿記Ⅰ　等

初級簿記Ⅱ

演　　習(14) 基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ 専門演習 a 専門演習 b 専門演習 c・d
卒業論文・制作＊

コース専門科目
（28）

経営組織論
組織行動論
経営戦略論
マーケティング論
経営管理論

組織行動論
経営者論
イノベーション論
消費者行動論
人的資源管理論
会計学
ブランド論

流通システム論
中級簿記Ⅰ
工業簿記Ⅰ
財務諸表論Ⅰ
社会的企業論Ⅰ
ビジネスエシックスⅠ

中小企業論
中級簿記Ⅱ
工業簿記Ⅱ
財務諸表論Ⅱ
社会的企業論Ⅱ

自由選択科目

〔③経済経営に加えて会計・金融分野を学びたい人向け〕
2 年次前期 2 年次後期 3 年次前期 3 年次後期 4 年次

基幹科目（16） 初級簿記Ⅰ 初級簿記Ⅱ

演　　習（14） 基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ 専門演習 a 専門演習 b 専門演習 c・d 
卒業論文・制作＊

コース専門科目
（28）

ファイナンシャルプランニ
ング

会計学 
金融論

中級簿記論Ⅰ 
工業簿記Ⅰ 
財務諸表論Ⅰ 
ファイナンス

中級簿記論Ⅱ 
財務諸表論Ⅱ
工業簿記Ⅱ

自由選択科目

（注）①経済学を中心に学びたい人向け、②経営学を中心に学びたい人向けの履修モデルに記載されているコース専門科目も
　　　  履修の参考にすること。

〔④経済経営に加えて情報分野を学びたい人向け〕
1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期 3年次前期 3年次後期 4年次

共通科目

情報リテラシーⅡ
プレゼンテーション演習
情報倫理
情報システム概論

ロボットプログラミング演習

ワープロ資格試験対策講座
表計算資格試験対策講座
プレゼンテーション資格試験対策講座

演　　習(14) 基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ 専門演習 a 専門演習 b 専門演習 c・d
卒業論文・制作＊

コース専門科目
（28）

情報システムⅠ
情報システムⅡ
プログラミング

情報ネットワーク
データベース

自由選択科目は情報分野の科目なし

（注）①経済学を中心に学びたい人向け、②経営学を中心に学びたい人向けの履修モデルに記載されているコース専門科目も
　　　  履修の参考にすること。　
　　　  履修モデルの括弧内の数字は、各科目区分の卒業要件となる単位数を意味している。
　　　  ＊卒業論文・制作は選択。
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●地域社会コース

　本コースでは、多角的・総合的に地域社会の課題や問題解決に取り組むために必要な沖縄学、歴史学、社会学、 
地理学、文化研究、まちづくり、沖縄やアジアを取り巻く政治や国際関係に関する科目等、社会教養を深める科
目を配置しています。法律・経済・経営の基礎の上に、さらに一歩深く地域社会を把握する教養を深めます。

【卒業後、予想される進路】
民間企業（流通・サービス業、不動産業、マスコミ・出版業、広告業、情報・通信産業、旅行・観光業、教育関連など）、
公務員（県庁、市区町村役場、警察官、消防士、海上保安庁など）、中学校・高等学校教員（社会、地理歴史、公
民）、起業・自営業、NPO・NGO、大学院など。

【地域社会コース履修モデル】
科目区分 第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

共　
通　
科　
目

沖縄関連 (2) 現代沖縄学入門、沖縄の文化Ⅰ・Ⅱ、沖縄の言語、沖縄の自然、沖縄の地理、沖縄の民俗Ⅰ・Ⅱ、
沖縄の芸能論、近代沖縄文学、現代沖縄文学、現代沖縄学入門

総合
人間・社会
自然・環境
健康関連

言
語
関
連

必修 (4) 日本語のシステムⅠ
日本語ライティングⅠ

選択必修① (2)
BasicEnglish Ⅰ
OralEnglish Ⅰ
ベーシック中国語Ⅰ
オーラル中国語Ⅰ

選択必修② (2)

日本語ライティングⅡ
BasicEnglish Ⅱ
OralEnglish Ⅱ
ベーシック中国語Ⅱ
オーラル中国語Ⅱ

情報処理関連 (2) 情報リテラシーⅠ

キャリア形成・資格対策 (2) キャリアデザイン入門
問題発見演習Ⅰ・Ⅱ (4) 問題発見演習Ⅰ・Ⅱ

専　
門　
科　
目

基幹科目 (16)

法学概論
憲法・人権論
経済学入門Ⅰ・Ⅱ
経営学入門Ⅰ・Ⅱ
学問と社会
民法入門
民法総則

沖縄経済・企業論入門
社会科学のための数学入門
初級簿記入門Ⅰ・Ⅱ

演習 (12) 基礎演習Ⅰ・Ⅱ 専門演習 a・b 専門演習 c・d
卒業論文・制作＊

コ
ー
ス
専
門
科
目
（
28
）

琉球・沖縄の歴史と文化 沖縄の歴史Ⅰ・Ⅱ、沖縄の文化と社会Ⅰ・Ⅱ、中琉交流史Ⅰ・Ⅱ、法史学Ⅰ・
Ⅱ、沖縄近現代史論Ⅰ・Ⅱ、沖縄近現代思想史Ⅰ・Ⅱ

地域と自治 憲法・統治機構論、地方自治法、地方自治論、自治体学Ⅰ・Ⅱ、
行政法Ⅰ・Ⅱ、政治学原論Ⅰ・Ⅱ、法と経済、財政学、公共政策論

地域の活性化

まちづくりⅠ・Ⅱ、社会学、観光社会学、メディア社会学、スポーツ社
会学、地域と農業Ⅰ・Ⅱ、ミクロ経済学、マクロ経済学、経済学Ⅰ・Ⅱ、
地域経済学、沖縄経済論、公共経済学、マーケティング論、イノベーショ
ン論、中小企業論、社会的企業論Ⅰ・Ⅱ、ビジネス・エシックスⅠ・Ⅱ、
地方財政論Ⅰ・Ⅱ、環境と経済

情報社会化する地域 情報システムⅠ・Ⅱ、プログラミング

地域と世界のかかわり
東洋史Ⅰ・Ⅱ、日本の歴史Ⅰ・Ⅱ、日本経済史Ⅰ・Ⅱ、西洋経済史Ⅰ・Ⅱ、
地域環境生態学Ⅰ・Ⅱ、地理学、人文地理学Ⅰ・Ⅱ、自然地理学Ⅰ・Ⅱ、
地誌Ⅰ・Ⅱ、国際社会学、国際関係法Ⅰ・Ⅱ、国際経済学Ⅰ・Ⅱ、国際
政治学Ⅰ・Ⅱ、西洋史Ⅰ・Ⅱ

自由選択科目
（注）「科目区分」の括弧内の各数字は、卒業要件となる単位数を意味している。
＊卒業論文・制作は選択。
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